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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

課題名 

特発性好酸球増加症候群の診療ガイドライン作成に向けた疫学研究 

 

研究分担者：小松 則夫 （順天堂大学・教授） 

 

研究要旨 

特発性好酸球増加症候群（HES）は稀な疾患であり、本邦における診療実態の解明には多施設におけ

る患者情報の集積が必要である。今研究班では全国的な疫学調査を行い、診療ガイドライン作成に向け

た臨床情報の収集を行っている。平成 30 年度に行われた班員会議においては調査内容についての議論が

行われ、詳細な調査内容を検討した。 

 

 

Ａ．研究目的 

 特発性好酸球増加症候群に診断される症例を全

国的に収集し、その臨床像の解析・分類を行うこ

とで本邦における診療実態を明らかにすることを

目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

 全国の主要な医療施設の血液内科を対象とした

質問票形式による調査を行う。当施設において特

発性好酸球増加症候群の患者の臨床情報が得られ

た場合には、疫学調査に協力する。 

 

（倫理面への配慮） 

現在のところ，特発性好酸球増加症候群疑い患

者の来院実績がないため，倫理面の問題は存在し

ない。 

 

Ｃ．研究結果 

 研究代表者と協力し、詳細な臨床情報の収集の

ための一次調査票および二次調査票の作成を行っ

た。 

現在のところ，特発性好酸球増加症候群疑い患

者の来院実績はない状態である。 

 

Ｄ．考察 

 特発性好酸球増加症候群については診断の決め

手となるようなものが無く、除外診断であること

が診断を難しくしている。今後、今研究班で臨床

情報の集積を行うことで、明確で簡便な診断基準

を含んだ診療ガイドラインの作成が望まれる。 

 

 

Ｅ．結論 

研究代表者と協力し、詳細な臨床情報の収集の

ための一次調査票および二次調査票の作成を行っ

た。特発性好酸球増加症候群疑い患者の来院実績

はない状態である。今後も症例登録のため，患者

の臨床症状を注視していく。 

 

Ｆ．研究発表 

 1.  論文発表 

英文原著 

1. Araki M, Yang Y, Imai M, Mizukami Y, Kihara Y, 

Sunami Y, Masubuchi N, Edahiro Y, Hironaka Y, 

Osaga S, Ohsaka A, Komatsu N. 

Homomultimerization of mutant calreticulin is a 

prerequisite for MPL binding and activation. 

Leukemia. 2019;33(1):122-31. 

2. Watanabe N, Takaku T, Takeda K, Shirane S, 

Toyota T, Koike M, Noguchi M, Hirano T, 

Fujiwara H, Komatsu N. Dasatinib-induced 

anti-leukemia cellular immunity through a novel 

subset of CD57 positive helper/cytotoxic CD4 T 

cells in chronic myelogenous leukemia patients. 

Int J Hematol. 2018;108(6):588-97. 

3. Watanabe N, Kitahara H, Iwao N, Ohta Y, Koike 

M, Komatsu N. Retroperitoneal relapse in an 

older patient with multiple myeloma during 

pomalidomide and dexamethasone treatment. 
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Decline for Achievement of Molecular Responses 

in Newly Diagnosed Chronic-Phase Chronic 

Myeloid Leukemia: Report from the Juntendo 

Yamanashi Cooperative Study Group. Oncology. 

2018;94(2):85-91. 
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